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■背 景 
2009 年 11 月に署名された日・EU 科学・技術協力協定は、2011 年 3月 29 日に正式に発効し、日

欧間の研究協力の一層の強化が期待されています。日欧産業協力センターは、2010 年 1 月から 3
年間の予定で日本における EU の第 7次研究枠組み計画（※FP7）情報サービス事業（J-BILAT プロ
ジェクト）を立ち上げて 日・EU の研究協力に関する有益な情報を発信しており、時宜にかなった
活動として今後の益々の貢献が期待されています。 
また、九州大学では従来から EU 圏内の大学・研究機関との連携による多くの世界的な研究実績

があり、本年 4月には、九州大学、西南学院大学、及び福岡女子大学の 3つがコンソーシアムを組

む EU インスティテュート・イン・ジャパン九州が発足、福岡を中心とした九州地区での EU 研究

や研究・教育での交流の拠点として様々な活動が計画されています。 

これらを踏まえ、このたび、九州大学、EU インスティテュート・イン・ジャパン九州及び日欧産

業協力センターの共催によるワークショップを開催することとなりました。 

 
■概 要 
J-BILAT 第２回成功事例ワークショップ（詳細は別紙参照） 
キーワード：欧州との連携、低炭素化、新エネルギー・新素材、省エネルギー、生産技術 
日時：2011 年 5月 25 日（水）午後２時から 
会場：アクロス福岡 会議室 606  〒810-0001 福岡市中央区天神１丁目１番１号 
詳細 URL: http://www.j-bilat.eu/seminar/BPSW_2 

 
■効 果 
関連分野での特に欧州との連携に関する現状を幅広い視点から捉える絶好の機会です。学界、産

業界双方から、日本人と在日外国人研究者の参加が見込まれ、九州大学内外の研究機関同士や産業
界・行政組織との交流の場としても機能します。 
 
■今後の展開 
このワークショップが機会となり、九州地区と欧州の研究・開発における連携の強化が期待され

ます。現在のところ、九州地区の機関からの FP7 参加例は無く、本ワークショップの開催を契機
とした今後の参加も見込まれます。 
 
【※用語解説】「FP７」とは、 
欧州全域に渡って研究・開発を包括的に支援する仕組であり、欧州委員会の研究総局が管轄しています。「協力
Cooperation」」「基盤整備（Capacity）」「アイディア（Ideas）」「人材（People）」「欧州原子力共同体（EURATOM）」
の 5つのプログラムからなり、特に将来実用化の可能な研究に関して幅広い支援が行われています。全世界に門戸が開か
れており、高所得国として直接の予算措置には制限がつくものの、日本からもほぼ全てのプログラムに参加が可能です。 

【内容に関するお問い合わせ】 
日欧産業協力センター 
プロジェクトマネジャー（J-BILAT 担当）市岡 利康 
〒102-0082 東京都千代田区一番町13-3 
ラウンドクロス一番町4階  
Tel: (03)-3221-6161 
Fax: (03)-3221-6226 
Mail:toshiyasu.ichioka@eu-japan.gr.jp 

【その他のお問い合わせ】 
九州大学 学術研究推進部学術研究推進課 
学術研究企画係長  世利 政則 
〒812-8581 福岡市東区箱崎 6丁目 10-1 
TEL: 092-642-7368 （内 99-8018, 8424） 
FAX: 092-642-7090 
E-mail gjgkikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp 

 

日本・ＥＵの研究開発協力の成果を発表 

－ ワークショップ「エネルギーと物質科学における日欧研究開発協力」－

九州大学と EU インスティテュート・イン・ジャパン九州は、日欧産業協力センターの行う「日

本における EU の第 7次研究枠組み計画（FP7）情報サービス事業（J-BILAT プロジェクト）」に

協力し、第２回成功事例ワークショップを福岡にて共催します。エネルギーとナノテクノロジ

ー、物質科学・生産技術関連分野での日 EU 間の研究開発協力の現状と展望が議論されます。 










